
April1984

塁突庭野平和財団



e-f七-=4 ，~人一

第2回庭野平和賞受賞者

TherecipientoftheSecondNiwanoPeacePrize

ホーマー・ A・ジャ、ソク博士

Dr.HomerA.Jack



選考経過報告

OntheSelectionoftheRecipientofthe

SecondNiwanoPeacePrize

庭野平和財団理事長

Chairman, TheNiwanoPeaceFoundation

長沼基之
MotoyukiNaganuma

昨年 4 月、第 1 回庭野平和賞の贈呈式を実施させていた

だいて以来、第 2 回目の受賞者の選考準備を進めてまいり

ました結果、この度、お陰様をもちまして第 2 回庭野平和

賞贈呈式を挙行する運びとなりました。

このたびの選考におきましては、昨春以来、世界 82 カ国、

630 名の方々 に受賞資格者の推薦をご依頼申し上げました

ところ、 65名のご推挙を頂戴致しました。この中から 1 名

を選出することは、誠に困難な作業でございました。世界

の宗教代表者及び有識者 6 名で構成される「審査委員会」

にて厳正なる審査を致しました結果、今回はアメリカのユ

ニテリアン・ユニパーサリスト協会牧師、ホーマー・ A ・

ジャック博士に決定致しました。

博士の永年にわたる宗教を基盤とした平和活動につきま

しては、その詳細が「表彰の理由 J(8-13 頁)に記載されて

ありますように誠に特筆すべきものがございます。

私どもは紛争の絶えない世界の現状の中において、これ

を憂いている多くの秀でた方々 がおられるということ、そ

してまた平和を招来するために勇気と努力とをもって日夜

献身を続けている方々 が、かくも多く存在しておられると

いう事実を知仏大きな感銘と心強い思いをいたします。

これらの方々 の後に続いて今後さらに多くの立派な人材が

世に現れてくることを期待いたします。

庭野平和財団は、多くの秀でた人材のご協力を得て、世

界の↑亘久平和をめざし長く微力を傾けてまいる決意をいた

しております。どうぞ諸賢のご支援とご助力を賜りますよ

うお願い申し上げます。
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Shortlyafterawardingthe 自 rst NiwanoPeacePriz 巴

inApril1983, theNiwanoPeaceFoundationturnedits
attentiontothesecondprize, whichwasawardedina
pr巴sentationceremonyinTokyothisApril.Wearegrateｭ

fulforyourroleinhelpingussel 配t thisyear'srecipient

Webeganbysolicitingnominationsfrom630ind ト

vidualsrepresenting82countriesinthespringof1983

Ournextstepwasadifficulttask:selectingoneindividｭ

ualfromamongthe65nominees.Afterthoroughlyscreenｭ

ingthenominations,asix-membercommitteecomprising
Buddhist, Christian , andMoslemleadersofworldstatｭ
ure, anintellectual leader, andar巴presentative ofthe

FoundationselectedDr.HomerA.Jackastherecipient

ofthesecondr、Jiwano PeacePrize

Dr.Jack , anAmericanUnitarianUniversalistminｭ
ister, haslongdevotedhimselftothecauseofp 巴ace. His

outstandingeffortstofurtherpeace,conductedalwaysin

thespiritofreligioustolerance, aredescribedpagesof

8-13

TheFoundation beli 巴ves thatintoday'sstrife-torn

worldtherearemanyindividualsworthyofreceivingthe

NiwanoPeacePrize.Wetakeh巴art intheknowledge

thattheyarestrivingvaliantlytobringaboutp巴ace ， and

ferv 巴ntly hopethattheir 巴fforts willbeechoedbyfuture

generationsofindividualsdedicatedtoachi 巴vlng peace

Withthecooperationofselflessindividualslikeyourｭ

self, wear 巴 determined todowhatwecan , nomatter
how insignificant, tocontributetolastingworldpeace
Weaskforyourcontinuedsupportandassistanceinthis

worthycause
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庭野平和賞について

趣旨

今日、わたくし達の住む地球は、さまざまな問題をかか

えています。核戦争の危機、軍拡競争による資源の浪費、

開発途上国における飢餓と貧困、非人道的な格差と抑圧、

大気の汚染、および人間の精神の額廃、等々。

これらの諸問題を克服し、すべての人びとが自由であり、

精神的にも物質的にも充足した生活のできる豊かな社会、

つまり真の平和社会を実現することは、万人の願うところ

です。そのためには新しい世界共同体を志向する人聞社会

の秩序ある発展が望まれます。

しかし、かかる大業は到底一人の力を以て成し得るもの

ではありません。あらゆる民族、宗教、階層の人びとが、

お互いの相違をこえて力を合わせ努力しなければなりませ

ん。

このような時代において、あらゆる人びとの聞に相互理

解と信頼および協力と友愛の精神を培い、平和社会建設の

基盤を築くことは、今日の宗教に課せられた重大な責務で

あると申せましょう。その責務を果すためには、先ず宗教

者みずからが自己の信ずる宗教のみを絶対化するのではな

く、お互いをわけへだてる壁を取りはらって、平和社会の

実現のために、手を携えて協力し、献身すべきであると思

います。

このような観点から、庭野平和財団では、平和と正義の

実現をめざした宗教協力の理念と活動の輸が一層ひろがり、

多くの同志の輩出することを衷心から願うと共に、現に、

ひたむきに宗教の相互理解と協力を促進し、その連帯を通

じて世界平和の実現のために貢献している宗教者の数多く

存在することを確信するものです。

よって、当財団は、平和のための宗教協力に献身する人

材を表彰し、励ますと共に、さらにはその業績が世の多く

の人びとを啓発することを念願として「庭野平和賞」を設

定しました。これによって、平和のための宗教協力がさら

に一段と促進され、献身する多くの人びとが輩出されます

ことを祈念するものです。
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TheMeaningoftheNiwanoPeacePrize

Theworldinwhichweliv 巴 today isbesetbymany

problems:thethreatofnuclearwar, thesquanderingof
preciousnaturalresourcesonthearmsrace, famineand
povertyinthedevelopingnations, inhumanediscrepｭ
anciesand oppression , environmental pollution , and
spiritualdecadence

Peopleofgoodwilleverywhereyearnfortheove ト

comingoftheseproblemssothatallpeoplemaybefree

andmaylivelivesofbothspiritualandmaterialaffiuｭ

ence-inshort,therealizationofatrulypeacefulsocieｭ
ty.Thiscallsfortheorderlygrowthofasoci巴ty that

aspirestothecreationofanewworldcommunity

Butnoonecanaccomplishthisgreattaskalone.

Peopleofallraces, religions, andstrataofsocietymust
join together, overcomingthedifferencesthatseparate
them.Today,religionischargedwiththeimportantduty
offosteringmutualunderstandingandtrustandaspirit

ofcooperationandfellowshipamongallpeoplesothat

thefoundationsofapeacefulsocietymaybelaid.To

dischargethisduty , peopleofreligionmustbeginby
tearingdownthewallserectedbyeachreligion'sbelief

thatitsteachi 時s alonerepresentabsolutetruth ,joining
handsinwholeheartedcooperationtobringabouta

peacefulsociety

WeattheNiwanoPeaceFoundationhopeabove

allthattheidealsandactivitiesofinterreligiouscooperｭ

ationforthesakeofpeaceandjusticewillspreadin

ever-wideningcirclesandthatagrowingnumberof

peoplewillcomeforwardtodevotethemselvestothis

caus 巴 I ndeed ,weknowthatmanypeopleofreligionare
alreadyworkingearnestlytopromoteinterreligiousunｭ

derstandingandcooperation , contributingtothecause
ofworldpeacethroughtheirsolidarity

TheFoundationhasestablishedtheNiwanoPeac 巴

Prizetohonorandencouragethosewhoaredevoting

themselvestointerreligiouscooperationinthecauseof

peace,andtomaketheirachievementsknowntoasmany
peopleaspossibletheworldover.Itisourdeepestwish

thatthiswillfurtherpromoteinterreligiouscoop 巴ration

forpeaceandleadtotheemergenceofevermorepeople

devotingthemselvestothiscause
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表彰の対象

宗教的精神にもとづいて、宗教協力を促進し、宗教協力

を通じて世界平和の推進に顕著な功績をあげた人(または

団体)を対象にして、国の内外を問わず、毎年 l 名(または

1 団体)を選考し、これに正・副の'w:を贈って顕彰します。

贈呈式

毎年 4 月、東京において贈呈式を行い、正賞として賞状、

副賞として賞金 2 ， 000万円および顕筑メダルが贈られます。

またひき続き受賞者による記念講演が行われます。

選考方法

先ず、宗教別、国別の人口比とバランスを考慮して公正

に選定された内外の宗教指導者および有識者の方々(第 2回

は 82 ヵ園、 630人)に依頼して受賞候補者の推薦をいただき、

さらに審査委員会の厳正な審査を経て、多くの受賞候補者

の中から l 名の受賞者を決定します。なお、審査委員会は、

仏教、キリスト教、イスラム教の世界的な指導者、学識経

験者、および庭野平和財団代表者の 6~，(海外 4 、国内 2 )

で構成されています。
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QualificationsforthePrize

TheNiwanoPeacePrizeisawardedannuallytoan

individualorgroup, domesticorinternational , thathas

promotedinterr 巴ligious cooperationandworldpeace

PresentationCeremony

TheNiwanoPeacePrizewillbeawardedeveryyear

inAprilatac巴remony inTokyo.Therecipientwillbe

presentedwiththemainprizeofacertificateandthe

subsidiaryprizeof￥20 millionandamedal.Following

th 巴 presentation ceremonytherecipientwilldelivera

commemorativeaddress

NominationandSelection

Peopleofr 巴ligion andintellectualfiguresbothwithｭ

inJapanandoverseaswereaskedtonominatecandiｭ

datesforthesecondNiwanoPeacePrize.Theirnominaｭ

tionsweresenttotheFoundationforselection

ForthesecondNiwanoPeacePrize,630peoplein82
countriesw巴re askedtosubmitnominations.Allthe

nominationswerescreenedbyacommitteecomprising

representativesfromBuddhism, ChristianityIslam , and
academia , inadditiontoarepresentativeoftheFounｭ
dation
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表彰の理由

庭野平和財団は、「庭野平和賞」審査委員会の決定に基づ

き、第 2 回庭野平和賞をアメリカ合衆国のホーマー・ A'

ジャック博士に贈ることを決定いたしました。

ホーマー・ A ・ジャック博士はユニテリアン・ユニパー

サリスト協会の牧師として、 40年余にわたり、紛争の多い

現代において、宗教的寛容の立場を貫き平和へ向けての努

力を続けてきました。

博士の平和へ向けての取り組みは、『被抑圧者の人権の擁

護』、『軍縮と核兵器の廃絶』そして、『諸宗教聞の相互協力

促進』という三つの領域で展開されてきました。

人権擁護のための具体的実践としては、第二次世界大戦

下、人種的少数者の人権を確保するために「人種平等会議

(CORE)J を創設したことに始まります。また、強制隔離さ

れていた日系米人の再定住化の促進や、あらゆる人種・宗

教差別の撤廃に尽力するとともに、マーチン・ルーサー・

キング牧師と協力して、公民権運動に積極的に取り組むな

ど、人間の抑圧からの解放と自由を確保するための活動を

包

WhyDr.HomerA.JackWas

SelectedastheSecondRecipientofthe

NiwanoPeacePrize

TheNiwanoPeaceFoundationhasdecidedtoaward

thesecondNiwanoPeacePrizetoDr.HomerA.Jack

oftheUnitedStates

Dr.HomerA.Jack , aUnitarianUniversalistclergyｭ
man ,hasdevotedmorethan40yearstofurtheringpeace
inthisstrife-tornworld.Hisworkforpeace,alwaysrootｭ

edinthespiritofreligioustolerance, hasfocusedon
threemajorthemes:defenseofthehumanrightsofthe

oppressed , disarmamentandtheabolitionofnuclear
weapons , andinter-religiouscooperation

Defl 巴nse ofhumanrights:Dr.Jackwasoneofthefoundｭ

ersofCORE(CongressofRacial Equality) inthe

UnitedStatesin1942.AfterWorldWarIIhehelped

resettleJapaneseAmericanswhohadbe 巴n incarcerated

inrelocationcampsduringthewar.0巴eply opposedto

allformsofracialandreligiousprejudice, hetookan
activepartintheAmericancivilrightsmovement, workｭ
ingwithDr.MartinLutherKing, Jr., periodicallyfrom
1956untilthelatter'sdeath.InthisandotherwaysDr

Jackhascontinuallyfoughttoliberatetheoppressedand

defendhumandignityandeliminat 巴 racial discrimination

HewasinstrumentalintheadoptionbytheUnited

NationsGeneralAssemblyin1981oftheDeclaration

ontheEliminationofAllFormsofIntoleranceandof

DiscriminationBasedonReligionorBelief.

Disarmamentandtheabolitionofnuclearweapons:Dr

Jack'seffortsinthisfieldgobacktothe1950s, whenhe
visitedDr.AlbertSchweitzer.Thisledtotheirworking

togethertopromotethemovementtoabolishnuclear

weapons.AftertravelingtoHiroshimaandNagasaki

andseeingfirst-handthehorrorsofnuclearbombs, Dr
JackhelpedfoundtheNationalCommitteeforaSane

NuclearPolicyin1957.Inthisandotherwayshehas

playedanactiveroleintheU.S.antinuclearmovement

Earlyrealizingtheimportantroletobeplayedby
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推進してきました。

さらに、国連の「宗教ないし信条に基づく差別撤廃宣言」

の採択のために多大な功績を残すなど、人間の尊厳と人種

差別の撤廃のため強く行動してきたのであります。

軍縮と核兵器の廃絶に関しましては、 1950年代に始まり

ます。アルベルト・シュヴァイツアー博士を訪問したこと

がひとつの機会となり、二人は核兵器の廃絶運動を推進す

ることとなりました。その後、広島・長崎を訪れ、核の惨

劇をまのあたりにした博士は、「正しい核政策の全米委員

会」を結成し、米国内で核の廃絶を訴えつづけるようにな

りました。

一方、国連における民間団体の役割が重大なことを早く

から訴えつづけ、 1972年には「軍縮に関する NGO 委員会」

の創設に尽力し、その初代委員長として 12年間にわたりそ

の重責を果たしました。 1982年の国連軍縮特別総会におい

ては、 NGO の代表として演説し世界に核兵器の廃絶を強

く訴えましたが、このような博士の平和にむける数々の実

践は、軍縮と核兵器廃絶の運動にあって、国連における民

間団体の役割を増大させることに大きく貢献したのであり

ます。

諸宗教聞の相互協力活動としては、まず、米国内に「平

和のための諸宗教閉会議」を非プロテスタントと共に創設

いたしました。さらにニューデリーで聞かれた「平和に関

する国際宗教者間シンポジウム」では、中心的メンバーと

して活躍し、国際舞台における宗教聞の協力活動にも貢献

するようになりました。

世界の宗教指導者が一堂に会して聞かれた 1970年の第 1

回「世界宗教者平和会議 (WCRP)J では、事務総長の重責

を果たし、 WCRP の国際委員会の事務総長として、三度に

わたる世界宗教者平和会議を開催してきたのであります。

また、宗教聞の平和にむける具体的な協力プロジェク卜と

して、ベトナムのボート・ピープjレの救済やカンボジア難
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non-governmental organizations (NGOs) within the

United Nations, in 1972Dr.Jackhelpedfoundthe
NGOCommitteeonDisarmamentatU.N.Headquarｭ

ters, servingasitschairmanfrom1972to1983.Hewas
avigorousadvocateoftheabolitionofnuclearweapons

asanNGOrepr巴sentative attheSecondSpecialSession

ofth 巴 United NationsGeneralAssemblyonDisarmaｭ

mentin1982.Theseandhismanyotherpeaceactivities

havegreatlyexpandedtheroleofNGOsinthedisarmaｭ

mentandantinuclearmovement
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民の援助等を実施するなど、博士の優れた宗教指導力は、

国際的な宗教協力活動の上で、比類のない貢献を果たして

きたのであります。

このように世界各国に平和の同志を有した博士の平和に

おける実践活動は、宗教者がもっ敬鹿な祈りと、人間と社

会に対する深い洞察力に根ざしたものであり、その姿勢は

個人の救いにとどまらず、人類と地球までも包含した拡が

りをもったものであります。

我々はヨーロツノ勺まもとより、アフリカ・アジアまたソ

連・中国といった共産圏を含む文字どおり世界各国をかけ

めぐって活動されている博士の努力と永年にわたる業績に

対し、深く敬意を表するとともに、今後多くの世界平和を

めざす同志が輩出されることを衷心より念願して、ここに

第 2 回庭野平和賞を贈呈するものであります。
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Interreligiouscooperation:Dr.Jack , togetherwithnonｭ
Protestantreligiousleaders, foundedth 巴 U.S.lnte トR巴li­

giousConferenceforP巴ace in1966.Hebegantoconｭ

tributetointernationalinterreligiouscooperationasa

co-secretaryoftheInternationalInterreligiousSympoｭ

siumforP巴ac 巴 held inNewDelhiin1968

OneofthefoundersoftheWorldConferenceonReliｭ

gionandPeace(WCRP) , Dr.JackservedasSecretary

Generalofthefirstassembly, heldinKyotoin1970
HewasSecretaryGen 巴ral oftheInternationalCommitｭ

teeoftheWCRPfrom1970until1983, aswellasSecｭ
retaryGeneralofthesecondandthirdWCRPassembly

HehasdirectedWCRPprojectsforthereliefofVietｭ

nameseboatpeopleandaidtoCambodianrefugees

Throughhisoutstandingreligious leadership, asthese
examplesindicate, Dr.Jackhasmadeanimmeasurable
contributiontointerreligiouscooperationinthecause

ofpeace

Dr.Jack'sfar-reachingpeaceactivitiesincooperation

withpeaceworkersthroughouttheworldstem , fromhis
humbleprayerfulnessasapersonofreligionandhiskeen

insightintothehumanheartandtheworkingofsociety

TheNiwanoPeaceFoundationhasdecidedtoaward

thesecondNiwanoPeacePrizetoDr.HomerA.Jack

inrecognitionofhise仔orts andremarkableachievements

ineverypartoftheworld-Europe, Africa, Asia , andthe

communistnationsofChinaandtheU.S.S.R.-inthehope

thatthesewillinspireotherstolikeefforts
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1944~48年

経歴

1916年 5 月

受賞者のプロフィール

1916MayBorninRochester, NewYork , U.S.A
1940 AwardedthedegreeofDoctorofPhilosophy

fromCornellUniversity

1942 ParticipatedinthefoundingoftheCongress

ofRacialEquality(CORE)

1944 AwardedthedegreeofBachelorofDivinity

fromMeadvilleTheologicalSchool ,University
ofChicago

1943-44 MinisteroftheUnitarianChurchofLawrence,

Kansas

1944-48 ExecutiveDirectoroftheChicagoCouncil

AgainstRacialandReligiousDiscrimination

1948-59 MinisteroftheUnitarianChurchofEvanston ,

Illinois

1949-50 Pr 巴sident oftheUnitarian Fellowshipfor

SocialJustice

1950-59 Vice 司 President oftheIllinoisDivisionofthe

AmericanCivilLibertiesUnion

1953 ParticipatedinthefoundingoftheAmerican

CommitteeonAfrica

1959-60 AssociateDirectoroftheAmericanCommittee

onAfrica

1957 VisitedHiroshimaandNagasakionbehalf

ofthe “ Hiroshima Maidens"
1957 HelpedfoundtheNationalCommitteefora

SaneNuclearPolicy

1958 R巴C巴ived theThomasH.WrightAwardfrom

theCityofChicago

1960-64 ExecutiveDirectoroftheNationalCommittee

foraSaneNuclearPolicy

1964-70 DirectoroftheDivisionofSocialResponsiｭ

bilityoftheUnitarianUniversalistAssociaｭ

tionofNorthAmerica

1966 ParticipatedinthefoundingtheU.S. Int 巴ト

ReligiousConfer 巴nee forPeace

1970-83 SecretaryGeneraloftheWorldConference

onReligionandPeace(WCRP)

1971 AwardedonhonoraryDoctorofDivinity

degreefromtheMeadvilleTheologicalSchool

BriefPersonalHistoryofDr.HomerA.Jack

「原爆の子の像」建立計画のため広島訪問。

「正しい核政策の全米委員会」創設に尽力。

「正しい核政策の全米委員会」代表理事。

卜ーマス ·H ・ライト賞受賞。

北米ユニテリアン・ユニパーサリスト協会社

会責任部長。

1966 年 「平和のための諸宗教閉会議」創設に参加。

1970~83 年世界宗教者平和会議 (WCRP) 事務総長。

1971 年 シカゴ大学ミードヒ申ル神学校より名誉神学博

士授与。

1957 年

1957 年

1960~64 年

1958 年

1964~70 年

アメリカ合衆国ニューヨーク州、|ロチェスター

に生まれる。

コーネル大学で、哲学博士号取得。

人種平等会議 (CORE) 創設に参画。

シカゴ大学ミードビ lレ神学校で神学士取得。

カンサス州ローレンスのユニテリアン教会牧

師。

「人種および宗教差別撤廃シカゴ協議会」代

表理事。

1948~59 年 イリノイ州エパンストン、ユニテリアン教会

牧師。

1949~50 年 ユニテリアン、社会正義協会会長。

1950~59 年 アメリカ公民自由連盟シカゴ支部副支部長。

1953 年 「アフリカに関するアメリカ委員会」創設に

参加。

1959~60 年 「アフリカに関するアメリカ委員会」副理事

長。

1940 年

1942 年

1944 年

1943~44 年
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1972~83年国連「軍縮に関する NGO 委員会」初代委員

長。

1981年 国連総会での「宗教ないし信条に基づく差別

撤廃宣言」の採択実現に尽力。

1982年 第 2 回国連軍縮特別総会で WCRP 代表とし

て演説。

1984年~ イリノイ州ウィネトカのレイク・ショア・ユ

ニテリアン・ユニパ サリスト教会牧師に就

任、現在に至る。

1972-83 FirstChairmanofth 巴 NGO Committeeon

DisarmamentatU.N.Headquarters

1981 ActiveinobtainingtheadoptionbytheU.N

GeneralAssemblyoftheDeclarationAgainst

DiscriminationBasedonReligionorBelief

1982 AdressedtheSecondU.N.SpecialSessionon

DisarmamentasarepresentativeoftheWCRP

1984- MinisteroftheLakeShoreUnitarianUniｭ

versalistSocietyinWinnetka , Illinois

BooksandArticles

“ TheWitandWisdomofGandhi" 1951 BeaconPress
“ The SchweitzerFestschrift" 1955

“ The GandhiReader" 1956 IndianaUniversityPr 官ss

“ Religion andPeace" 1966 Bobbs-Merrill
“ World ReligionsandWorldPeace" 1968 Beacon

Press

“ Religion forPeace" 1973 GandhiPeaceFoundation
“ Disarmament Workbook" 1978
“ Disarm - OrDie" 1983

HisarticleshaveappearedinTheChristianCentury ,

TheNew YorkTimes Magazine, Worldview, SIPRI
Yearbook , andotherperiodicals

インディアナ大学

出版部

ホープ'ス・メリルネ主

ビーコン・プレス社

ガンジ一平和財団

1951 年 ビーコン・プレス社

1955 年

1956 年

『宗教と平和 J 1966 年

F世界の宗教と世界平和 J 1968 年

『平和のための宗教 J 1973 年

『軍縮計図書 J 1978 年

『軍縮か死か J 1983 年

その他『クリスチャン・センチュリー J rニューヨーク・

タイムズ・マガジン J rワールドビュ-! rSJPRJ 年鑑』

他、多数の定期刊行物に|導士の論文が掲載されている。

主な著書

『ガンジーの機知と英知』

rシユパイツァ 記念論文集』

rガンジの読書 a
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第2回庭野平和賞贈呈式における記怠講演{要旨)

人類の最優先課題-核軍縮

ホーマー・A・ジャ、ソク博士

今日、核軍縮による核兵器の廃絶は、人類が早急に取り

組まなければならない唯一の課題となっています。世界共

通の願いである「自由」と「正義」そして「民主主義」や

「ネ土会主義」といったイデオロギーに根差した期待もこれ

に比べれば二次的な目標にすぎません。何よりも、まず、

1945年の広島と長崎の悲劇が他の都市で繰り返されること

を阻止しなければならないのです。

核軍縮

核時代が到来して約40年経ちますが、その間核戦争は起

こりませんでした。果たして核の抑止力が核戦争の勃発を

防いだのでしょうか? そして、核の抑止力を批判した

人々は誤っていたのでしょうか? 様々な戦略ドク卜リン

が打ち出されましたが、長崎以来今日まで核兵器が使用さ

れなかったのは、あるいは、私たちが幸運だったからなの

かもしれません。現在、 5 つ、もしかしたら 8 カ国が50 ， 000

に達する戦略・戦術核兵器を保有しています。私たちは、

これまでと同様、これからも幸運を期待できるのでしょう

か? 意図的に、あるいは誤解によって、事故、テロリス

ト活動によって核兵器が爆発する可能性が、どうも高いよ

うに思われます。核保有国の指導者たちが、あたかも核戦

争を戦って勝つことができるかのような発言を時折してい

ますが、これでは核戦争の危険がいよいよ高まるばかりで

す。

核軍縮は、核兵器による大量殺裁の悲劇を防止するただ

ひとつの方法です。 1978年、国連軍縮特別総会で満場一致

をもって採択された最終文書でこのことを明白に述べてい

ます。今や、人類は軍拡競争に終止符を打って軍縮に取り

組むか、あるいは滅亡への道を辿るか、二者択一の選択を

迫られています。だからこそ、軍縮は単に国連だけでなく、

すべての国家、すべての団体、すべての宗教、そしてすべ

ての人々にとって緊急の課題なのです。

守巴

CommemorativeAddressbyDr.Homer
A.JackinthePresentationCeremony
(mainpurport)

Thereisonlyon 巴 priority forhumanitytoday.That

istheabolitionofnuclearweaponsthroughnucleardisｭ

armament.Suchuniversalgoalsas “freedom 刊 or “Jusｭ

tice," orsuch ideological hopes as “democracy 刊 01

“ socialism," thesearequitesecondary.Theprimegoal

mustbetostopturningeverycityeverywhereintoanoｭ

ther1945HiroshimaorNagasaki

NuclearDisarmament

Thenuclearagehasnotproducedanuclearwarfor

almostfourdecades.Hasnotnucleardeterrence , despite

itscritics, preventednuclearwar つ Perha psIuckhasso

farpreventedanynucl 巴ar detonationsinceNagasakias

muchasanystrategicdoctrin 巴. Yetwhatofthefuture ,

with50,000 strategicandtacticalnuclearweaponsin

thestockpilesoffiveorperhapseightStates?Thechan-
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範 jl

核軍縮は一部の人々が関心を寄せているだけで、世界共

通の問題ではないと主張する人々がいます。これは東西両

陣営あるいは「北側」の国々の問題であって、少なくとも

「南側」の国々には無関係だというのです。また、「第三世

界」の国々は、核戦争の脅威におびえる「第一世界」や「第

二世ー界」の国々と立場が異なるので、開発などの課題を最

優先させるべきだと説く人々もいます。しかし、私は、平

和と軍縮は、単なる東西両陣営だけの問題でもなければ、

北側の国々の賀沢な関心事でもなく万国共通の課題である

ことを強調したいのです。平和と軍縮の実現は、「南側諸国」

にも避けて通れない問題なのです(皆様もご存じのように、

日本は、「西側諸国」の一員と見倣されていますが、これは

世界の地図を政治の色分け巳よって塗り変えようとする

「こじつけ」にすぎません)。

4 項目の処方筆

核軍縮を最優先することを提案しました。それでは、す

べての物ごとが悪い方向へ進んで‘いるように思われる今日

の暗泊たる政治情勢において核軍縮はどのような意味を持

っているのでしょうか。核兵器の保有数は長年にわたり増

大する一方です。そして、これを平和への道へ逆転させる

ようなよい知らせは、まったく聞かれません。そこで、核

軍拡の悪循環を断ち切るための 4 項目の処方築をご紹介い

たしましょう。

まず第 l に、すべての新型核兵器の開発、実験、配備を

まずアメリカとソ連が、そして他のすべての国家が直ちに

凍結することです。核兵器やその運搬システムをどの地域

にもこれ以上設置してはならないのです。核軍拡の凍結は、

いわゆる「国民的」査察手段によって検証することができ

ます。他の核保有国が核凍結の期待に応えてくれることを

期待して、どの核保有国がこの核軍縮のプロセスを開始し

でもよいのです。

20

cesofanucleardetonationbycalculationormiscalculc ト

tion , byaccidentorterrorism , appearshigh.Theposs ト

bilityescalateswhentheleadersofonenuclearState

intermittentlydeclarethatitcanfightandwinanuclear

war

Nucleardisarmamentistheonlym巴thod toprevent

thereal possibility ofnuclearholocaust.The Final

DocumentoftheFirstUnitedNationsSpecialSession

onDisarmament , adoptedunanimouslyin 1978, made

thisclear.Humanityisconfrontedwithachoice:"We

musthaltthearmsraceandproceedtodisarmament01

faceannihiliation."ThusdisarmamentmustbethePI'卜

ority , notaloneoftheUnitedNations, butofallStates ,

allorganizations, allreligions , andallpeoples

Someallegethat this じoncern fornucleardisarmaｭ

mentisprovincial , anEast/West01 “ Northern 円 preoc­

cupation ,butnotauniversalone,atleastnot “ Southern."

Somesuggest that th 巴 so-called “ Third World" has

priorities-suchas development 一di 仇rent fromthose

ofthe“ First 竹 or "Second"worlds ‘ both ofthelatter

beingmorefearfuloftheconsequencesofnuclearwal

IassertthatpeaceanddisarmamentarenotEast/West

orNorthernluxuries.They are 巴qually a necessity 川

the"South 刊. (Japan ,asyouknow , isconsideredbysome
quirkofpoliticalgeographytobea"Western刊 Stat巴.)

Four-PointPrescription

Havingsuggestedthepriorityofnucleardisarmaｭ

ment , letm巴 indicate whatthismeansinthecurrent

bleakpoliticalatmospherewhereeverythingseemsto

begoingdownhill.Ther 巴 has beennogoodnewsfor

manyyearstoreversethetrendofincreasingnuclear

stockpiles.Hereisafour-pointprescriptionofnextsteps

tobegintogetoutofthenucleararmsspiral

First, thedevelopment , testing , anddeploymentof

allnewnuclearweaponsshouldimmediat 巴 Iy befrozen

byall States ，川 itially bytheU.S.A.andtheU.S.S.R

Thismeansthatnoadditionalnuclearweaponsandtheir

deliverysystemsshouldbeinstalledanywhere.Sucha
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第 2 に、すべての環境における核兵器の実験を条約によ

って禁止することです(部分的核実験禁止条約は地下核実

験を禁じておらず、すべての国家が調印しているわけでも

ありません)。全面的核実験禁止条約が成立し、調印・批准

が実現するまで、核保有 5 カ国のうちどの国が直ちに実験

を中止してもよいのです。アメリカでは 2 人の大統領選挙

立候補者が、当選の暁には、 6 カ月にわたり地下核実験を

停止して、ソ連に同じ措置をもってこれに応えるよう呼び

かけることを誓約しています。

第 3 に、核兵器の最初の行使だけでなく、核兵器の行使

を一切条約によって禁止し、核兵器の使用を人類に対する

犯罪と規定することです。国連でのこの決議が採決に付さ

れたとき、国連加盟国の大多数が賛成票を投じました。し

かし、核兵器の最初と二番目の行使の犠牲となった国はこ

れを支持しなかったと言われています。いずれにせよ、決

議だけでは十分でありません。規約もしくは条約が必要で、

す。

4 番目に、これが最後になりますが、できるだけ速やか

に、そして 1980年代の終わりまでには確実に、すべての核

保有国の兵器庫から核兵器を、段階的になくしていかなけ

ればなりません。これにはすでにその存在が確認されてい

るもの、また、否認されているもの、すべての核兵器が含

まれます。軍備を目的とした核の研究開発、生産、そして

配備がこれにより終駕を告げることになります。

ここに述べたようなステップが必要なことは、多くの国

がすでに認めているかもしれません。だが、実行されると

いう保証はどこにもないのです。そこで一方的核軍縮 ユ

ニラテラリズムーが有効な手段となります。故フルシチョ

フ首相が言ったように「相互に模範を示し合う」という考

え方でもいいし、「国民的イニシアチブ」という名目でもい

いのです。軍拡競争は、当事国の一方的な軍備増強により

拡大しました。ですから、軍縮も、条約の枠組とは別のイ
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nuclearfreezecanbeveri 日ed byso-called “ national"
meansofinsp 巴ction. AlsoanynuclearStatemightbegin

thisprocess, hopingthattheothersmightreciprocate
Second , nuclearweaponstestsinallenvironments
shouldbeprohibitedbytreaty.(Thepartialtest-ban

treatydoesnotprohibitundergroundtestsandithas

notbeen univ 巴rsally signed.)Anyofthefivenuclear

W巴apon Statesmightimmediatelystopsuchtestsuntil

acomprehensivetest-bantreatycouldbesignedand

ratified.TwocandidatesforthepresidencyoftheU.S.A

havepledged , ifelected , toin 山 ate asix-monthmoratoｭ

riumonundergroundtestingtochallengetheSoviet

UniontorespondinKind

Third ,theuse-andnotjustthefirstuse-ofnuclear
weaponsshouldbeprohibitedbytreaty , andtheiruse
madeacrim巴 against humanity.Itissadthatthecounｭ

trywhichwasthefirstandsecondvictimofnuclear

weaponsdidnotvoteinfavorofthisU.N.resolution ,
althoughamajorityofU.N.memberStatesdidso.Yet

morethanaresolutionisneeded;theremustbeaconｭ

ventlonortreaty

Fourthandlast, nuclearweaponsshouldbephased
outofthearsenalsofallnuclearweaponStates-those

acknowledgedandthosecovert-assoonaspossible,
certainlybytheendofthisdecade.Thewholeworld
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ニシアチブによって達成できるかもしれません。最近採択

された国連決議にも誼われているように、核兵器の凍結は

一方的に始めてもよいのです。核保有 5 カ国のうち、勇気

をもって核軍縮への道を踏みだすのは果たしてどの国でし

ょうか。

宗教が果たす特別な役割
モスク

キリスト教の教会、イスラム教の礼拝堂、仏教の寺院、

その他の宗教団体は核軍縮に向けて特別な役割を果たすこ

とができます。核兵器に関する倫理的原則の確立が世界の

偉大な宗教によってますます強く叫ばれるようになりまし

た。これらの宣言に盛られた理念を、全国的かつ地域的レ

ベルで実践していかなければなりません。特に現代の核の

時代にあっては、宗教者の認識、あえていえば、偏見を変

えなければなりません。例えば、米国とソ連の間で、あら

ゆる面にわたって存在してきた古い対立関係ーそして新

しい対立関係ーを見直し、癒やすことが必要です。宗教者

は、核実験の停止を実現するために、これまでの姿勢を改

めることが必要でないかどうか自らに問い質したいと思い

ます。また、ガンジーが提唱した非暴力抵抗主義によって、

核兵器の配備を阻止できないか検討してみたいと思います。

さらに、無謀な核軍核を主張し、実行している政府の政策

をどうしたら改めることができるか考えたいと思います。

宗教者は、政府が国連で核軍縮を支持したからといって、
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mustbecomeanuclearfreezone.Thismeanstheendto

nuclearI百earch anddevelopmentforweaponspurposes,

theendtoproduction , andtheendtodeployment

Thesestepsmaybethewidely-acknowledgedgoals

ofmanyStates, butthereisnoguaranteethattheywill
beimplemented.Hereiswhereunilateralismcanbeuseｭ

ful , whetherunderthenameof “ mutual"(that wasMr

Khrushchev'sterm)or “ national initiatives.刊 The arms

racehasproliferatedbyunilateralstepsanditmightbe

lessenedalsobyinitiativeindependentoftreaties.A

nuclearweaponsfreezecouldbeunilaterallybegunas

arecentU.N.resolutionrecommends.Whichofthefive

nuclearweaponStateswillhavethecouragetostartthis

necessaryprocess?

SpecialReligiousRole

Churches, mosques ‘ temples, andotherreligiousinｭ
stitutionshaveaspecialrolehere 目 The ethicalprinciples

aboutnuclearweapons. increasinglypromulgatedby

greatworldreligions , andtheirdenominations 、 mus 幻t b巴

implement 陀ed onnationalandlocallevels.In the 日firs

川s引tance t山hi内s me回ans t出ha剖t thepe引rc白ep似ti巾ons陪s ， indeedthepreｭ

judices, ofmembersofreligiousinstitutionsmustbe

changed , especiallyinthisnuclearage.Old-andnew

-antagonismsmustbeexaminedand healed 、 such as

thoseoneverylevelbetweentheU.S.A.andtheU.SS.R

Membersofreligiousorganizationsmustbeaskedto

considerwhetherchangesofvocationcouldhelpbring

ahalttothet巴sting ofnuclearweapons.Membersmight

considerwhethertheuseofGandhiannon-violentreｭ

sistancemightstopthedeploymentofnuclearweapons

Membersmightponderhowtochangegovernments

whichvoiceordemonstraterecklessnuclearpolicies

Membersofreligionsmightnotcountenancetheirgovｭ

ernmentsmerelyvotingfornucleardisarmamentatthe

U.N.Theymightdemandthatth 巴 Ir governmentsscrap

nuclearstockpilesandtakegreatrisksfOJ ・ nuclearpeace

asallpeoplesareforcedtotakegreatrisksfordubious

deterrence
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それで満足していてよいのでしょうか。あやふやな核抑止

力の理論によってすべての人々が生命の危険を負わされて

います。それよりも、現在保有している核兵器を廃絶する

平和への危険負担を政府に要求したらいかがでしょうか。

平和活動

すべての宗教の歴史には、平和をないがしろにして、戦

争を引き起こし、戦争を称賛した悲しむべき記録が残され

ています。いにしえの釈尊、近年のガンジーなどによって

崇高な理念が示されているにもかかわらず、ナショナリズ

ムに基づいた高慢、横柄、尊大がともすると宗教者の心を

支配しています。宗教団体は常に自らを省みる姿勢が欠け

ていました。あまりにも多くの宗教指導者が、倫理的欠陥

には目をつぶって、「民主主義」、「社会主義」、その他の国

家体制に容易に迎合し、頑迷にこれを擁護しています。

私は、本日、庭野日敬師より平和賞を授与されることに

深い感銘を覚えます。約20年にわたり、庭野師と共に様々

な国で平和と箪縮を目指して仕事をしてまいりました。現

代の偉大な仏教者庭野師は、釈尊がかつてアジアの地を巡

り歩かれたように、平和のため世界中の国々を訪ねておら

れます。

私は、前回のブラジルのへルダー・ぺソア・カマラ大司

教に次いで、この賞を授けられることをたいへん名誉に思

います。カマラ大司教の偉大な功績に比べれば、まだ微力

ですが、私なりに最善を尽くしたいと存じます。

庭野師のお言葉にもあるように「教団の枠をこえた宗教

協力の理念のもとに世界平和を推進」したことにより庭野

平和賞が私に与えられるとのことですが、私は謙虚な気持

と同時に焦燥感をもって、この立をお受けいたします。な

ぜなら、核兵器が人類を絶滅する前にこれらの死の装置を

廃絶しなげればならず、この仕事を成し遂げるために私た

ちに残されている時間はもうわずかしかなし功〉らです。
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PeaceActivity

Allreligionshavehadthesorryrecordthroughhisｭ

toryofmakingwars, evenblessing them , ratherthan
demandingpeace.Therehavebeenafewnotableexｭ

ceptions, includingsuchexemplarsastheBuddhain
ancienttimesandMohandasGandhiinourtime.Yet

hubris-prideandarrogance-basedonnationalismeven

inreligiouscommunitiesisoverwhelming.Self-criticism

byreligiousinstitutionsisalwaysinshortsupply.Too

manyreligiousleaderseasilyendorseandstubbornlydeｭ

fendtheirnation's “ democracy" ortheirnation's “ so­

cialism," whenbothofthesesystems, andothers, are
ethicallyf1awed

IamespeciallytouchedthatIamr巴ceiving anaward

bearingthenameofPresidentNikkyoNiwano, Ihave
workedwithPresid 巴nt Niwanoonissuesofpeaceand

disarmam 巴nt foralmosttwod巴cades onseveralcontiｭ

nents.ThisgreatmodernBuddhistroamsthewhole

worldforpeaceastheBuddhamovedaboutAsia

LikewiseIamhonoredtobether巴ci pientofaprize

previouslyawardedtoArchbishopH巴Ider PessoaCamara

ofBrazil.Icannotwalkinhisfootsteps , butIshalltry
ThusIaccepttheNiwanoPeacePrizeforpromoting

“ world peacethroughinter-religiouscooperation."Ido

sowithhumility.ButalsoIdosowithimpatience.We

havescarcelytimetofinishthetaskofabolishingnuｭ

clearweaponsbeforethesedevicesofdeathwillsoon

abolishus

2フ



lE.2孟ヨ量2・

第 T 回庭野平和賞受賞者

ヘルダーぺソア・カマラ大司教

庭野平和財団ならびに庭野日敬総裁が、第 2 回庭野平和

台の受合者にホーマー・ A· ジャツク博士を選ばれたこと

は、誠に喜ばしいことです。

このすばらしい、人問。のこれまでの人生は、要約すれ

ば人権擁護、軍縮努力、核兵器の廃絶、宗教間協力のため

の献身的活動にあったといえるでしょう。

私の古くからの親しい友であり兄弟であるホーマー­

A ・ジャック博士のような人物が存在することに対して神

の栄光を賛えるとともに、，今後も庭野平和財団の皆様とと

もに平和のために歩み続けたいと思います。

国際、連合事務総長

ノ\ビエル・デクエヤル

第 2 回庭野平和貨を受賞されたホーマー・ジャック博士

に心からお祝い申し上げます。平和と国際理解の促進に多

大なる貢献をされている庭野平和財団が、この平和賞の受

賞者としてジャック博士を選ばれたことは、誠に感服の至

りと存じます。

ジャック博士は世界組織である国連の理想実現にこれま

で終始一貫して献身的に活動してこられましたが、国連の

われわれもそれを非常に高く評価して参りました。

われわれの活動の多く、とりわけ軍縮に対する博士の己

れを捨てた献身ぶりはわれわれの模範であり、博士が広く

世界の人々に称賛され、感謝されているのもまさにそこに

あります。

武者存競争、とくに核兵器競争を終わらせるには、世界中

の人々が立ち上がらなければなりません。われわれ共通の

未来が脅威にさらされているからです。この危機的状況に

あって、これまで以上に求められているのは、ホーマ ・

ジャック博士のように、献身的に平和運動に従事している

人たちの車内力的な活動です。
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TheFirstRecipientoftheNiwanoPeacePrize

ArchbishopHelderPessoaCamara

OurdearNiwanoPeaceFoundationandherHigh

Presidentmustreceivespecialcongratulationsforthe

veryrightelectionofDr.Hom 巴r A.Jackasthewinner

ofthesecondNiwanoPeacePrize

Thedefl 巴nse ofhumanrights, theeffortfordisarmaｭ
mentandabolitionofnuclearweapons, thededication
forinterreligiouscooperationarethesummaryofthe

lifeofthiswonderfulMan

Inheart, IwillbewithourNiwanoFamily , glorト

fyingGodbytheexistenceofHumanBeingsasDr

HomerA.Jack , myoIdanddearFriendandBrother

SecretaryGeneral, UnitedNationsHeadquarters
Mr.JavierdeCuellar

Itgivesmegreatpleasuretoexpressmysincereconｭ

gratulationstoDr.HomerJackonreceivingthesecond

NiwanoPeacePrize.Itismostappropriatethatthe

NiwanoPeaceFoundation , whichhasbeenmakinga
commendablecontributiontothepromotionofpeace

andinternational understanding, shouldhavechosen

Dr.Jackastherecipientofthisaward

WeattheUnitedNationshavedeeplyappreciated

Dr.Jack'ssteadfastcommitmenttotheidealsofthe

worldorganization.Hisselflessdedicationtosomany

ofouractivities, andinparticulartothecauseofdisｭ

armament, hasbeenexemplaryandhasearnedhimthe
widestadmirationandgratitude.

Itisform巴n andwomentheworldovertourgean

endtothearmsrace, especiallythenucleararmsrace,
sinceitisourcommonfuturewhichisthreatened.In

thesecritical times, thecontributionmadebysuchdeｭ
votedworkersforpeaceasDr.HomerJackismore

essentialthanever
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IIF~亙己~

WCRP 国際委員会委員長

アンジエロ・フェルナンデス大司教

ホーマー・ジャツク博士に対する庭野平和賞の贈呈式に

係わりを持つことができますことは、私にとって誠に光栄

に存じます。

ジャック 1等土とは、私自身、世界宗教者平和会議

(WCRP) の創設と育成に初めから取り組んできた間柄で

す。ジャック博士はこれまで WCRP の事務総長を務めら

れる一方、宗教の枠を超えた世界平和のための組織化に多

大な業績をあげられましたが、それはひたすら博士の長年

にわたる啓蒙活動と献身的な努力の賜物です。博士の鋭い

知性と意志の強さ、この二つがあるからこそ、博士は大き

な目標を掲げて、神の庇護のもとにその目標に忠実に奉仕

することができたのです。私たちの会議の準備調整をすべ

て怠ることなく成し遂げることができたのは、その一例で

す。私たちのこの新しい組織に、特に力を貸したのは、

WCRP 運動のために率先して新しい道を拓き、世界の広が

りの中でその役割を果たそうという博士の進取に富む、寛

大な精神です。訪中平和使節[liは、その好例といえるでしょう。

ホーマー・ジャック|導士のこれまでの業績のうち、特に

注目されるのは人権問題と軍縮の分野におけるすばらしい

功績て‘す。ちなみに博士は、国連本部で NGO 委員会の委員

長を 10年以上も努めてまいりました。また、ごく最近では、

r軍縮か死か』という本も出しております。この他にも博

士は、 卜数年にわたって国連と深い係わりを持ち、国連の

フォーラムに対して WCRP の考え方を終始一貫して提示

してきました。その努力の結果として、 1981年12月に国連

で採択された『信仰の自由宣言』に特に注目していただき

たいと思います。

WCRP の発展に伴い、今日の世界の要求と課題に理想的

な形で対処するとともに、現在の状態から真の意味での恒

久的平和に向かつて 大飛躍することができれば、この新

しい組織の土台づくりに果たした役割を、ジャック博士は

充足感をもって振り返ることができるものと思います。
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President, WCRP/International
ArchbishopAngeloFernandes

Itgivesmegreatpleasuretoassociatemys 巴Ifwith the

presentationoftheNiwanoPeacePrizetoDr.Homer

Jack.IhavebeenverycloselyassociatedwithDr.Jack

inthelaunchingandnurturingoftheWorldConference

onReligionandPeacefromitsinαption. Hehasbeen

ourExecutiveSecretary-Generalandallthathasbeen

donetoplacethismulti-religiousorganizationforPeace

ontheworldmaphasbeendueingreatmeasur 巴 to his

enlightenedanddedicatedserviceovertheyears.The

sharpnessofhisintellecthasbeenweddedtoatenacity

ofwillwhichresulted ,underGod ,inagreatcommitment
anddedicationtothecausehehasservedsofaithfully.

Thethoroughnesswithwhichourm巴etings havebeen

preparedisoneillustration.Particularlyhelpfultoanew

organizationwashisspiritofinitiative, enterpriseand
opennesstoexplorenewavenuesfortheWCRPMoveｭ

menttoplayitsroleintheworld.ThePeaceMission

toChinaisagoodexample

Hisqualitiesandexperiencehasbeenseentothebest

advantageintheadmirableworkhedidinthefieldof

humanrightsandinthecauseofdisarmament.Witness

hischairmanshipoftheN.G.O.CommitteeatU.N.Headｭ

quartersformorethantenyearsandhislatestpublication

“ Disarm orDie".Thisisapartfromhiscloseassociation
withtheU.N.overtheyearsandhisconsistentpresenｭ

tationofWCRPthinkingtothatforum.Iwouldliketo

drawspecialattentiontotheeffortsthatresultedinthe

December1981U.N.DeclarationforReligiousFreedom.

AsWCRPforgesahead , Dr.Jackwillbeableto
lookbackwithsatisfactionontheroleheplayedinlayｭ

ingthefoundationsforthisneworganizationsoideally

suitedtothedemandsandchallengesoftoday'sworld

andcurrentlysowellpoisedtotakealeapforwardin

thejourneytowardsagenuineandlastingPeace.
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庭野平和財団について
NIWANOPEACEFOUNDATION

庭野平和財団は、創立四卜周年を迎えた立正佼成会の記念事

業として、昭和 53年12月に設立されました。

総裁庭野日敬ならびに立正佼成会は、世界宗教者平和会議

(WCRP) をはじめ、国際自由宗教連盟 (IARF) など、国際的な

宗教協力を基盤とした平和のための活動をこれまで、積み重ねて

きました。一方、国内では「明るい社会づくり運動」を提唱・

支援してまいりました。

平和という、人類が有史以前から求め続けた困難な理想を、

その実現にむけてさらに推進し発展させるためには、宗教者の

協力と連帯による地道な努力は今後一層重要と思われます。し

かし平和を達成するためには、このような活動が、特定宗教法

人の枠をこえ、宗教界の多くの人々 、さらに広く社会の各方面

て、活躍する方々 に参加していただき、衆知を集めて揺ぎのない

母体をつくる必要が生まれます。また、そのために財政的な基

盤も築かねばなりません。混迷の度を加える現代にあって、こ

うした時代の要請から庭野平和財団は設立されました。

事業内容として、宗教的精神を基盤とした平和のための思想、

文化、科学、教育等の研究と諸活動、さらに世界平和の実現と

人類文化の高揚に寄与する研究と諸活動への助成を行ない、シ

ンポジウムの開催、国際交流事業など、幅広い公共性を有した

社会的な活動を展開しています。

財団法人庭野平和財団

干 107 東京都港区赤坂 8-6-17 赤坂グランドハウス 202

~03-478-0607

THENIWANOPEACEFOUNDATION

AkasakaGrandHouse202
8-6 苧 17 Akasaka , Minato-ku ,Tokyo107
Tel03-478-0607

Copyright ( 1984 bytheNiwanoPeaceFoundation
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TheNiwanoPeaceFoundationwasestablishedinDeｭ

cember1978tocommemoratethe40thanniversaryofRissho

Kosei-Kai. Internationally, Pr巴sident NikkyoNiwanoand
theRisshoKosei-Kaihaveactivelypromotedinterreligious

cooperationforworldpeacethroughtheWorldConference

onReligionand Peace, andtheInternationalAssociation
forReligiousFreedom.Domestically, thefoundationhas
advocatedandsupportedthe“ Brighter SocietyMovement."
Toattainpeace-thisdifficultidealthatmankindhas

strivedforsincepre-history-cooperationamongreiigious
leaderstoformaunitywhichwillbringaboutslowbut
steadyprogresshasbecomeincreasinglyvital

Peacecannotbeattained , though , byalimitednumber
ofreligious leaders, ratheritmustcombineallsectorsof
societyasawholeandgatherthewisdomofallinforming

astablecentralbody.Forthispurpose, equallyimportant
istheformationofaneconomicinfrastructure.Through
suchanecessity, inthisperiodofconfusion , theNiwano
PeaceFoundationwascreated

Asoneconcreteundertakingtorealizethegoalofworld

peaceandtheenhancementofculture,thefoundationfinanｭ
ciallyassistsresearchactivitiesandprojectsbasedonareliｭ

giousspiritconcerningthought , culture, science , education ,
andrelatedsubjects.Symposiumsandinternationalexchange

activitieswhichwillwidelybenefitthepublicareenthus ト

asticallyencouraged
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